
研究テーマ「平和・人権教育と国際連帯の広がりをめざして」

Ｉｲﾘﾄ究の内容

I研究の方法

（１）部員各自の実|暁のＨ１告

（２）情報交換，lilrjliMiL供による学習

（３）授業提案による1ﾘ｢究（統一授業研）

研究絲過

５月

５月

６月

８月

２ 

テーマ，研究内容決定

情報交換”研究計画

実践級告，授業案検討

授業案検討

臨地研修「春日居郷二'二館（小)''''三千記念館）」（輔吹市）

研究授業

ｲﾘﾄ教川リポート検討，実践報告

実践報告，県教研環流報告

実践報告，授業案検討

研究授業

研究のまとめ

７１２１ 

１６日

２０「１

８１］ 

８）１２９１１ 

９）１２６１１ 

１１ｊｌ２８１畠’

１月１６１１

２ノ１６１］

２月１３日

成果と課題

成果

・昨年度に課題となった「人椛」に対する認識を学習会を通してi'川:認し合う

Ⅱ 

・昨年度に課題となった「人椛」に対する認識を学習会を通してi'川:認し合うことが

できた。

・夏季の隣地研修では，身近にありながらなかなか見る機会がない奔日届郷士資料鮒

で話を聞くことができて，ｉｉｉＭｌの悲惨さを民衆の立場から考えたり，小)||正子のハ

ンセン病に対する取り細みについて知ったりすることができた。

・実践搬告では，様々な傾城からの貴並な実践を'111くことができ，今後の取り組みの

参考となった。また，意識が満まり，お互いにjlill激し合うことができた。

・２つのｲﾘ｢究授業で，部員同士が意見を出し合いｲﾘ|:究を深めることができた。

・校長先生にはいつもｆｊｍな盗料や助言をいただき，ありがたかった。

・’二1女と共生の部会へもレポートを提１１lすることができた。次年度以降も続けてい

きたい。

．「人椛は『人が('ﾐまれながらに持っている必要不可欠な様々椛利」」と「人椛教育
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とは『人権尊並の鯖ｲ'|'の禰養を'二|的とする教育活動』」ということなど，人椛と人

権教育に関する雑木的な考え方が共通理解できた。

２課題

・国際連帯の基本的な考えが難しく，どのような実践をしたらよいのか分かりにくか

った。今年１本の実践だったが，もう少し実践発表があっても良かった。

・中学校の先生にも参hl1してもえたら良かった。

・内容的には，本部会に所屈している先生方がテーマに即した内容の実践を報告し

あったので貴重な時間になったが，にＭ１」についてもう少し研究を深めていくこ

とができればと思った。

ⅡＩ成果物

1指導案

・３年学級活動指導案「わたしの気持ちつたえます」槍垣貴子（祝'1､）

◇ねらい：感じ方や考え方の違いを認め合い，自分の意見や気もちを伝えること

の大切さに気づくことができる。

・１年学級活動指導案「なんていったらいいかな？」保坂千恵子（）|:ＤＭ､）

◇ねらい：「ぽかぽかことば」について知り，言い方によって友達に与える影群

について考える。

２実践報告資料

・人椛教育実践

・人椛教育実践

・平和教育実践

・平和教育実践

・平和教育実践

・国際連帯実践

・平和教育実践

・人椛教育実践

11-利志賀峰

雨宮由縁

'１１宮「'1紀

前烏国学

三森公仁

il1ii派勉

渡邊彩

'11辺博幸

(｣MIl11南小）

（井尻小）

(日下部'｣､）

（菱山小）

(ljKl11南小）

（菱'11小）

('三1下部小）

（祝小）

｢『正しいこと』について考えよう」

｢えがおがいっぱい，ニイＭＪ

｢戦争について知ろう」

｢平和について考えよう」

｢平和について考えよう」

｢多文化理解・多文化共生の取り組み」

｢へいわってどんなこと」

｢きみの見方だ子どもの椛利条約」

３提供盗料

・人樅教育資料「人権と人椛教育について」

・平和教育資料「平和への願い６．２３１１１純

～「命どう宝」（ぬちどうたから）

～島唄について～

三森公に（iii('11南'|､）

慰霊の|］」

～ 

，樋口美根夫（八'|ｊｉｌｉ小）

(部長三森公仁）

1１４ 


